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研究の概要 
東アジアのグローバル化に伴って急速な変化を示してきた東アジアの広域的な構造変動を
産業集積と企業連関の側面から分析する。以下の３点の一般的な研究目的を設定する。1．
主要な産業集積・産業クラスターの類型化、2．その特質とクラスター間の連関、3．政策
の在り方を確認し、地域の共生的持続性を考える。 
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１．研究開始当初の背景 
東南アジアを含む東アジアは先進国企業

の直接投資を受け入れつつ経済発展を実現
し、産業構造を急速に高度化してきた。こ
の過程を通じ、地場企業を含む従来の産業
集積形態は大きく変容した。旧来の「大都
市型」「産地型」のような古典的タイプは崩
壊し、IT 産業クラスターのような新しい集
積地が生まれている。 
 
２．研究の目的 
 グローバル化の進展の中で、広域的な東
アジアの発展を産業集積と企業連関の側面
から分析し、旧来のあり方に変わる新しい
産業集積のタイプを析出する。それらの諸
タイプの集積が生まれる構造を解明し、集
積の特質と連関を理論的実証的に捉え、総
合化と体系化を図る。東アジアの共生的持
続性のあり方も探る。 
 
３．研究の方法 
 世界的に注目される東アジアにおける産
業集積・産業クラスターを選定し、アンケ
ート・企業調査等を通じ、同時に空間経済
学を主とする理論的成果を基礎に、現在の
東アジアの構造変動の実態とその構造に迫
る。産業集積、企業連関、国際産業・企業
連関の側面から分析を行い、その総合化を
図る。研究推進体制として、実証と理論の
2 つの日常的研究会と国際会議等を通じて、
各領域の研究を深めるとともに、全体会議
を確保して、研究成果の共有化と総合化を
図る。 

４．これまでの成果 
本プロジェクトでは、過去 3年間において

構造変動を推し進める主要産業であり、産業
集積において顕著な役割を果たす IT 産業を
中心としたアンケート調査などを企画した。 
第 1年度（H.18）：関西地域の産業クラスタ

ーと金融構造に関するアンケート調査（H.18
年）。台湾の IT 産業クラスター・アンケート
調査（H.18,12～2 月）。 
第 2年度（H.19）：韓国の IT 産業クラスタ

ー・アンケート調査（H.19.9～10 月）。韓国
の地方産業クラスターと地域金融アンケート
調査（H.19.8）。 
上記の調査の確認点は、関西地域が、自動

車産業に特化する東海地域と比べて産業構成
によりバランスが取れていること。輸出依存
傾向も強く、東アジアで進行する工程間分業
に組み込まれて中間財取引が多いことなど。 
台湾と韓国の IT 産業クラスター・アンケー

ト調査では、台湾の新竹・台北に集積する同
産業の特徴は、CEO の最終学歴、主要な製造
の所在地などから国際的関連の強さが窺われ
た。これに対して、韓国の水原・大邱の IT
産業にあっては海外との関係はそれほど強く
ない。産業集積と地域金融に関する研究は、
日韓の国際比較研究でその共通性を確認した。
その他にはインドネシアの産業集積、中国・
北京の IT 産業クラスターに関する調査も行
っている。 
研究推進体制としての国際会議は、名古屋

大学、南京大学、北京大学などで開催し、そ
れらの成果の一部は、日本語、中国語の図書、
英文ペーハーなどとして公表した。また、学 
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〔４．これまでの成果（続き）〕 
会等での報告も行った。主な国際会議には、
3 年継続の名大・南京大共催の「東海地域
と長江デルタの産業クラスター比較」（於 
南京大、愛知県庁）、空間経済学の国際会議
「経済統合、貿易と空間構造の国際会議」
（名大）、日中韓台の産業集積に焦点を当て
た「東アジアの産業集積とクラスター形成」
（北京大）などがある。 
 
５．今後の計画 

21年度以降については、国際金融危機
の東アジアへの影響をも考慮して、特に
中国の沿海部の中小企業、自動車、鉄鋼
等の産業動向に関する調査を行う。研究
班の問題意識の共有と総合化を通じた、
産業集積地の類型化、その変容と連関の
分析。21年度国際会議「世界金融危機下
の東アジア－変容する産業クラスター－」
を中韓台等の研究者の招聘のもと開催。
その他、名大・南京大共催国際会議の継
続、東アジアの自動車及び関連産業に関
するワークショップの開催。 
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